
…事業報告のまえがさ…

増える労働者とその生活境環

当センターの事業を､この地域の労働事情や労働者の

生活環境などと関連して理解いただくため､あらましの

実状を記述いたします｡

ここにいう西成地域は､大阪市西成区の東北隅にある

一都(同区の約10分の1)で広さ0 62平方キロ､かっ

てミ金ヶ崎さと呼ばれたが､現在はさあいりん地区､と

改称されており､周知のように､昭和42年6月2日から

3日にわたって甥'働者もまじえた群集による暴動さわ

ざがあり､その前年も同様な事件があって､深刻な社会

問題を提起しているところであります｡

I 42年度センター事業概要

1.就労数､ 70万を突破

42年度(42年生月-L_･3年3月)の無料就労あっせん

数は､延701･094名を記録した｡従来の最高だった41年度

の6(_･5.445名より､ 55,689名の壇加である｡センターの

執務日数(日曜も休まない)は361日だから､ 1日平均は､

1･997名(41年度は､ I,788名)となる｡月間比較する

と､最高8月の75,464名に対し､ 41年度の同月は､ 70,3

75名で全体として前年度より減少したのは､ 4月､ 10

月､ 43年3月の3ケ月間だけであった〇本事業が昭和36

年9月1日から開始された大阪府労分室時代(センタ_

ば37年10月1日にこれを受けついだ)からのあっせん総

計は､実に3,587,268名のほう大な数にのぼる｡

日雇労働者の求人数が経済界の好､不況に影響される

と見るならば'.センター寄場の就労に関するかきり, 41

年の前半期は不況でなかったと見ることが出来る｡季節

的には､例年とほぼ同じように､ 4､ 5月から上昇し

て､雨季の6月にはちょっとへこみ､ 7､ 8月に最高を

記録する0 8月の7万5千余名､ 5月の7万余と､月間

7万以上になったのはセンター創設以来はじめてのこと

でるoただし10月以降は､前年度よりは増えたものの､

予期したほどはのぴず､年度末の3月には､多雨もあっ

ll 5万1千余名((-1年度は5万6千､ 40年度は6万3 ､

千名)と減少した｡

就労先による産期日の職種別けは､港湾荷役運送を(I)

船内と(2)沿剤こわけ(3腫上運送(4燵譲葉(5)製造そ

の他と5重陽畦していろ｡本年度はこの虚報u求人数に

大きな変動が生じ(イ沿岸の求人が41年の9万1千から3

万2千とほぼ3分の1に激減し､ (ロ)建設業が30万から､

23万7千と21%も減少､これに反しい船内労働の求人が

( 8 )

20万(41年は14万3千)と29%､ (､製造業が18万8千

(41年は9万8千)と倍近く激増したことである｡港湾労

戯お昭和41年7月1日より港湾労働法が実施されて､

全て職業安定所の規制するところとなり､あいりん地区

の日雇労働者についてはセンター寄場にBt,､て職業招介

が行ばれてるので参考資料として従来通り､これをか

かげろのあるが､本年度船内荷役が多くなったのは､貨

物の入港が多かったのを主因として､これまでセンター

以外からも求人していたのか､港労法で統一され､不足

した労働力の求源を主としてセンター寄り場に求めたこ

とが､多くなった原因と見られる｡他方､沿岸荷役運送

の激減拭､これの登録労働者の数だけt･.すでに飽和状

態にあること､沿岸荷役がフォークリフト､テ,カー､バ

イラー等機械化されて来たこと､さらに同じ港湾労働と

去っても､船内は賃金がいいにもかかわらず､労働着にさ

らわれ､労働希望が沿尉こ集るので船内の求人が多く

なるようである｡それも大阪港で沿岸荷役の求人をする

のはl社だけであとくま坑港その他となっている｡

建設関係の求人の絶対数は､全体として例年通り王位

にあるが､その比率41年度の46 4%に対し､ 42年度は

33 8%と13%近くちしんだ｡ 42年8月下旬に公定歩合が

引き上げられ､景気過熱の防止対策が国策として､日程

にのせられたが､これに影響されてか､建築ブームも停

滞的であるか､後退したものと見られる｡逆に製造関係

の求人の激増は､坑溝に出来た大手企業の求人智大によ

ることが判然とする｡一例を42年の11月にとる｡この

月､型造築の就労数15,932名中､堺の大手6企業に雇用

された労働者数は､ Y社2,961､ M社1.978､ 0 ･ G社1

578､ T･K社li153､ H社IiO88､ K･T社760で計9,

518名となり､上記6社だけで6010%近くをしめてい

るoその全体から見たのび率は41年度の15 2%に対し､

42年度は27 1%に上昇している｡しかも他の業種は､季

節と降雨､企業体の好､不況で求人数に可なりの上下

の変動があるのに､この製造関係はそれらにかかわりな

く､コンスタントに1万5千名を上下しているのか特徴

的である｡

あぶれ(失業)教(ふ前年の197.820名に対し､ 183.3

50名と14･470名演となっているoただし､センターは現

在のところ､あぶれの正確な数字を記録し得ない状態に

あるので.これぼあくまでも日々推定した概算である｡

それにセンター寄り劫こ集合する労働者の特蛙として､

すべての労務者が仕草を希望してあぶれたものばかでな
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い｡今朝までオールナイトで働き､たっぷり賃金もあ

り､休日予定のもの､仕事はあるが､条件(仕事の内

容､賃金)が合わず､見送っているもの等々｡さらに､

これがセンター寄り場の特殊性であるが､のっけから就

労意志のない､なまけもの､泥酔者や橘神話弱類似昔､

いわゆる糧道くずれや軽犯罪常習者等が可なり入りまじ

っていことである｡センターはこうした全部をひっくる

めて､失業(あぶれ)と云わず､残留数といっている｡

賃金枝､好況､相対的人手不足それに物価高にも刺戟

されてか上昇した｡ 41年度､昼間の8時間労勘､いわゆ

るワン･デーの平均1,A_00円たったのが､ 42年には1,600

円､事業所によっては､盛徳の足代､ひろめし代として

200円ぐらい追加するところもある｡ 2_/_tE聞労働､つま

りオール･ナイトだと､41年に3.500円前後たったのが､

42年は､ 4_I,000円あるいはそれ以上になっていろ｡だか

ら安い焼酎よりは､一級酒だとか､ビールなど上ものの

売れ行きが多くなったあいりん地区を現出している｡賃

金について淀､なお専業報告で詳述する｡

2.意外にのびない健保と失保

日雇労蘭書の社会保障である日雇労胸者健康保険と失

業保険の加入は､残念ながら抵顎でa)る｡ 42年度の健保

の新規加入､すなわち｢披探検書手腹安静｣数lま610件､

同失釆殻265件でおめった｡両点検の加入勧奨と交付取

扱いは昭和39年9月からはじめられたが､これの累計

が､前者2,543伴､後者が1,34_7件にすぎない｡センター

寄り堤に日々集散する日展労働者は､冬場の少い時が3,

000名前後､夏場の多い暗愚6,000名に達することを考え

ると､上記両保険の加入数はなんとしても少なすぎる｡

英傑は保繹額が低いこと､センター寄り場から就労する

かきり､その有効性が皆無であること､などの理由で,

加入が少いのは理屏されるとしても､健康が唯一の資本

である労勝者にとって､健保についても大きなi軋心が払

われない｡おそらく､センターに集る労働者朕流動性がは

けしく､若くて健康なものが多く､性格的に楽天的はん

雑ざをさらうこと､それにこれを雇用すを業者が適用外

の零細企業だったりすることが､両保険の完全実施をさ

またげている､と見る｡

3.休業補脱の立てかえ14,896千余日

労働災害による休業禰I貨の相談と立て替え件数は､ 41

年度の378こ対し. 42年度は415件､立て替え金額は､前

年度の7,∩13.072円に対し､当年度に1圭.896.856円｡件

数の割.=比し､金額が多くなったのは､ 1日あたりの補

償額が高くなったのと､立て番え日数が総じて長くなっ

たのが主な理由と見られる｡

日雇労樹者が労働災害にあうと､無料の治療は即刻う

けられる納こ､働けなくて休業と認定されても､その生

活を保障すべき休業補償の給制ま､労働基準局の手続を

整て､本人にわたるまt･は､早くて20日､おそいときは

40日もかかる｡その日ぐらしの日雇労働者にとって､こ

れは死着の問題である｡こうし't法的事務の欠陥をおき

ない､立て替えとなるのだが､社会通念から云っても､

この立て替えは､災害を発生させた企業が責告を持つべ

きものと思われるが､これの法的義親また:い｡大方の企業

はこれに応じているが､一部の業者の中には､いろいろ

な理由があって､これを拒否するものがある｡センター

はこうした場合､労働者と企事体､基準局と話し合いの

上で.予算で定められた範囲内で立てかえ､また前記企

業体が立てかえる場合でも､労働者の住所の関係から､

センターが仲介処理して立て替えている｡上記の数字は

これら二つの場合を合計したものである｡この旭域の労

務静ま､仕郵こ熟練していないこと､一定峨戯こ定義し

得ないこと､などの理由で労災も多く､休業補償の立

てかえは更に大きくなるものと予想される｡

4.各種相談､医療サービス

その他事業も順調

職業相談をはじめ､事故､休業符節,生活開陳などのほ

か家出人さがし(これだけが労拗音でなく､外来者)の

相談にいたるまで､ 35.825 (前年度は22,154)件にのぼ

った｡ 1日平均100件であるo　しかもこの数字は､記録

されたものだけであって､口頭だけのものやなれ合いの

相談は含まれない｡これら厳記環されたものに数倍する

であろう｡相談ま解決がなければ､無意味である｡これ

がいたって難問題である｡というの陰､相談に来る多く

の労国吉は､生来の楽天的性格からか､問題ケースのデ

ータをはっきりつかんでいないのが多いこと､相談に来

る場合､総じて一杯も二番もひっかけて気勢をあげる

が､それ故に陳述の論理がまとまりiこくいこと､その

上､相談ケースの内容が解決困逆と判断されるもの､ま

たケースの多くは､金銀に関係があり､なかには生活保

護1g内容のものもあって､全て-人々々の労働者に満足

の行くような解決にみちびくのが､むずかしい実状にあ

る｡甥働者の苦情もさることながら､解決に努力するセ

ンター職員の苦渋もなみたいていでない｡相談事項につ

いてだけでも､あいりん地区の労固対策の特殊性と困難

性があると見なければならない｡

医療サービスの件数も前年28,338に対し､当年度は

32.530で10%以上の増となっている｡夏期には消化器疾

患､冬期に感冒が多いのは例年通り､外傷には暴力沙汰

による医我も若干ふくまれている｡

あぶれたり､軽症で一両日働くことも出来ず､宿泊費

にも困りぬいている労筒音のために､短期無料宿泊援助

を9月から開始した｡これは社会橿祉法人の宿舎提供施
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設｢自選蝕｣に依頼するもので､センター発行の宿泊依

頼券持参の労嘲者を無料で宿泊させ､その費刷まセンタ
ーが分担する仕組となっている｡ 9月から43年3月まで

の利用労働者86名.延142泊となっていろ｡好況の反映

か､予期したより少いのはよろこぼしいことである｡

また年末越年のための貯金は前年度よりやや下まわり､

1,412千余円あった｡

その他常用化促進やセンター求職登録などの事業も従

来通り､茸細は別項に記述されている｡

Ⅱ　特殊な環境と労勘考

1.あいりん地区の現状

1.903 (明治36)年､貧困者の集落が強制移動を受け

て､ここに｢釜ケ崎｣スラム､現在あいりん地区の史的

経過をたどった｡西成区の東北隅にあって､面積0 62m2｡

戦前までiま停滞的であったこの地区が､戦後日本経済

の端達的変化､朝鮮戦争のぽっ発等によっ1.労働力の

都市集中が激化し､昭和26年ごろから30年にかけて､ほ

う大な日雇労働者が住む拠点となった｡簡易宿泊所(ド

ヤ)が街の中心的建てものになり､これに呼応して飲

食店､遊寂場､風俗営業が軒をならべている｡西成薔葉

書の調査によると､簡易宿泊所247,日払いあるいは月

払いのアパート246､旅館52､バラック241､共同住宅80

となっている｡立ちのみ屋(スタンの､酒類販売､食

堂､れレモンや等､酒量､飲食店は444､風俗営業とし

ての料理屋､カフェー等100､パチンコ､麻雀等の遊技

場L_1､古物商288､質量24_､金属くず商12､行商71をあ

げている｡全戸数約9,600余戸､人口にいたって忠正確

につかむことが困難で､登録人口はおよそ25.000名であ

るが､実人口は40.000あるいは45,000名ぐらいと算定さ

れている｡大阪市の人口密度はIkm2に15,000である

から､あいり.ん地区の密度がいかに大きいかがわかる｡

2.犯罪多発と無目的な暴動

ここは犯罪の多いことでも注目される｡西成警察署の

統訓こよると､昭和42年における刑法犯rl.242偉く西成

区全域5,979件対し､ 21%) ､風俗営業等でおかした特

別法犯442 (固上l.6_10件に対し32%)をあげている｡次

は犯罪ではないが､この地域のドヤ･スラム的性格を特

質すけるものとして､同馨家書が保護あるいは処置した

ケースと件数に下記のものがある｡泥酔保霞3i375名､

迷子147名､家出人保護32名､精神異常吾味護73名､行

旅病人保護1,668名､変死人処置49 (うち凍死3名) ､

計5.34L_名となっている｡ここで特に注目しなければな

らないのは､泥酔保護と行旅病人の多いことである｡こ

の地域に転落しなければならなかった原因はいろいろあ

ろだろうが､その大な一つに､酒による失敗をあげるこ

とができる｡泥辞書がいかに多いか､これが家庭生活を

破壊し､自らを労働無力にし､痙疾者にしていろ具体例

は枚挙にいとまがな同まとである｡昭和41年､保健所が

この地区から精神病者として入院加療せしめたもの172

名､そのうちアルコール中毒によるもの実に122名､し

かも保健所の判駒こよれば,若し濡神病として強制入院

の制度があるならば､前記の件数忠数倍するであろうと

いうことである｡同一人で4回も入院をくりかえしたも

のがあり､今宮診療所のいわゆる｢釜ケ崎特殊肝炎｣も

深酒に由来するものであること､泥酔保護を重ねたあげ

くの果ては､精神病か行旅病人として､あじめな｢緑野

のはて｣に怒る結果をたどる｡

他方､この地域こぼ暴力団体として､ 43団体､ 1,220

名､くれん隊750名をマークしている｡その他売春婦95

名､男娼15名をあげているが､この数字は実際には氷山

の一角を示すにすぎないであろう｡

ここ一己　前年につづき4_2年6月2日から4日間にわた

り暴動が発生した｡匝鞍の動機忠一労勝者が飲食店で.

飲食代のことから口論､なぐり合いとなり､集った労勘考

を交えた群集のさわざとなって､暴動にまと発展したも

のである｡他の普通の地域であったら､どう見ても暴動

になる動機や性貫のものでない｡常識からすれば､目的

のない騒ぎである｡しかし蚤ぎは例年晩春から初夏にか

けておころこと､掻ぎの中心集団放反社会的悪質者で不

良労勧昔がこれに参加したものだと判断されるとしで

も､日頃劣悪な生活に起居し､一般社会から疎外されて

いる日雇労拗音が､つもりつもった不満を軽ぎに同調し

ていることも看取するならば､社会問題として解決しな

ければならない大きな課題であろう｡

3.労働者の就労形態
こうした背景として､この地域のドヤに起居し,就労

する日雇労働者は､現在のところ､推定15.000前後とい

われている｡その正確な数字は絶対につかめない｡おそ

らく日々千名以上が流動(出入)し､労働人口は絶えず

変化する｡大体ではあるが､ここにせつの就労形体にめ

げて､次のようにその概数を推訂することが出来る｡

第1は､西成労嘲出張所に登録して就労するグルー

プ｡ 43年1月の講べで､失業対策労務1,955名(男1.519

女436) ､民間登録労働者1,602名(男1,027､女575､別

口港湾労働登録582名(男)計4,139名､このうちあいり

ん地区に住むもの70%として､約3.000名をあげろこと

が出来る｡賃金は失対で800円､民間は11200円から1,50

0円､港湾労働1,600円-I,800円､全体として移勤ま

少く､安定的である｡

第2は西成労働福祉センターを通じて就労するグルー

プで､ここでは世間の好､不況､夏､冬の季節によっ

朝日､毎日両社とNHKに感謝

40万円の福祉資金を寄附

昭和42年々末､センターは朝日新聞大阪厚生文化事案

団と毎日新聞大阪社会事菜園よりそれぞれ15万円､ NH

K (大阪共同募金会経由)より10万円､計40万円の寄付を

受けた｡これはセンターがかねてからあいりん地区の労

働者福祉資金として申請していたもの､その前年につづ

き二回にわたるもので､深甚な諾意を表する次第である｡

センターはこの資金をもって､日雇労働者の常用化促

進､歳末あぶれたり､病気となったもの等の生活援助費

にあて､その生活安定と福祉壇蛙に賢し､資金寄託者の

厚志にこたえている｡

日間田

+.求職者の数がおびただしく変動する｡ 1月2月の冬

期には､平均21500名菓合して､就労が1.500前後､ 3

月､ 4月に上昇して､最盛の8月になると､多い時は6.

000名､就労数2,500名から3.500名となる｡本年度の1

日最高は7月19日の3,75g名､月平均最高は8月の2,434

名であった｡ここの労働者の特徴として､ 20才から40オ

までが90%近く占め､重労働に適すること､単身が殆ん

とであること､したがって移動､流転がはげしいことな

どがあげられる｡賃金は業種にもよるが､ 8月以降は､

平均1,600円(前年度は1,400円) ､ 43年に入ると多くは

1,700円以上となっている｡異彩的な日雇労働者であり､

多くはセンター周辺の簡易宿にとまっているが､就労の

行動学経は､大阪府下が中心であるものの､和歌山､奈

良.兵庫の近府県はもちろんのこと､遠くは関東､中

部､北陸の現粟､飯場までとんで行くたくましさを持っ

ている｡

第3(ま､とび職､大工､左官､屋根や､ブロック工な

ど有哀能の職人グループ｡ +,･ずれの職安あるいは就労

あっせん機脚こも依存せず､常に連絡ある親方とか手配

師との､主として口頭約束で､数人の小集団で就労する

ものである｡技能者だけに賃金もよく､ 2.500-3,000円

と云われる｡世帯持ちよりは､やはり単身者が多く､流

動がはけしいようである｡

第4は､一定のエ堤や小企業で直行または常用で働く

もの､定着性があり､日常生活も前二者に比べると安定

していると見られる｡その賃金は個人によって大きな差

あり､これを推定する資料の持ち合せかない｡また第

3､第4のグループの労働者の数をつかむことも不可

能である｡ただその概数として､西成警察署が毎月10

日の午前6時から9時まであいりん地区周辺の労働者

が利用する交通楼閣の乗降場､国鉄､南海電鉄の新今宮

駅､地下鉄､､)くス停留所等8ヶ所で.乗車する労働者数

をチェックした統計によると,調査10回にわたる平均

が3.433名最多は8月10日の4,324名､最少は2月10日の

2,771名である.

これが第3､第4グループの労働者と見なされるので

あるが､これら穣動数は実際の70%弱と見て､その実数

は5,000名と見ていいだろう｡これら第1から第4グル

ープまでを合したあいりん地区に住む労働者の総数が

13,000から､ 15,000名と推定されるものである｡ (2万

人以上の推計もある｡)これを裏づげろものとして西成督

葉書が毎月20日に､簡易宿泊所の月平均244軒に宿泊す

る人に調査を10回行なった纂果､日雇労固着11.585名､

その他の男子1.569名､女子1.343名､子供576名となっ

ていろ｡この調査では､アパートや個人の止宿葉は含ま

れていないので､日雇労働者の実数は上記11,585名をは

るかに上まわるものと推定しなければならないだろう｡

Ⅲ　豊富な労動力を有効に

あいりん地区はすぼらしく豊富な労働資源が集中され

ているところである｡可なり無軌道で､多くの無駄もあ

るが､とに角豊富な労働力が無限に流動し､絶えず新陳

代謝されているといってもいい｡昼間だけここを見る人

は､表だけきれいにととのった簡易宿泊所の帝なみに接

して､何ら変ったところがないことにいぶかるだろうが､

毎早朝､労働着に両眼をぎらぎらさして､いわゆる釜ケ

崎銀座や尼ケ崎-平野線の大通りを血まなこて職を求

める日雇労働者の大群集､夕方､ 1日の重労働で疲れた

心身を酒杯でうろほし､右往左往する異様な大醇集を里

見したら､その集団としての特異なェネルキーに驚嘆す

るだろう｡ここの日雇労働者の約半数8,000名が毎日稼

働し､その賃金平均1,500円と低く見て　日々実に1,200

万円の現金収入がもたらされる｡この多くの部分があい

りん地区で消費されるのだから､簡易宿泊所や600軒は

数えられる飲食店､遊技場が､はんじょうし､その数が

午),増えて行くのは自然の勢であろう｡しかもその労勘

考の多くは､いつも貧困にあえいでいる｡社会生活の貧

藍もさることながら､労拗音自らの自覚､日常生活の規

制といったものが要請されることが痛感される次第であ

fJ｡すでに新聞で公表されているように､ 43年度を期し

て､この地区に労働省､大阪府､市が協同による､職業

安定所､労働福祉センター､病院､庶民住宅を含む､縁

台的福祉施設の建設が着手されている｡これによって､

労働者の就労関係が整備されるのは勿論のことその福利

厚生も前進し､労働者も含めた一般住民の医療､住宅問

題にも大きな曙光がもたらされるものとして､まことは

よろこぼしいことである｡

ごく簡単な記述でございますが､あいりん地区の実状

特にここの日雇労働者の就労と福祉の改善と増進が､非

常に困難であり､容易でないことをご理解いただきまし

た上､本革業報告をご覧ねがいます｡
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I　無料就労あっせんの事業

1　センターの無料職業籍介の現場な､西成区束四条

町3丁目の国道､尼ケ崎一平野線が東西に走る30m×30

0mの道薄で実施している｡これ!,iセンターの寄り場が

狭陰なためのもので.紹介時間は毎早朝5 ､ 45分から8

時までと午後･3時から6時まで紹介方式は求人(業者

)求職(労拗音)双方が自由に話し合って(口頭契約)

きめる､相互選択方式の無料あっせんである｡ここの露

天寄り場に集散する労働者は､まえがさで説明されてい

るように､あいりん地区に住む労働者の約3分の1程度

で･冬季の最低2,500名,夏季の最高S.000名と大巾に上

下する｡

2-　42年度のあっせん教laを1,680件､ 7011094名で

前年度より55.889名壇如し､ 70万を突破したのははじめ

てでもあり､開設以来の最高を記録した｡産業別でま､建

設業の237,210 (41年染ま300,114) ､船内荷役200周9

(同前143,039) ､製造菜188.413 (同98,530) ､陸上運

送42,591 (同12,493) ､沿岸運送32,831 (同gli239)ど

なっている｡これでわかるように､総体としては増加し

たが､産業別でま前年度と比べ､大きな変化があった｡

建設業と沿岸運送が激減､製造業が激増し､船内と陸上

逓送が可なりのぴたことである｡この変軟ま､景気の

好､不況に影響されたのは自然のことであろうが､各企

業の求人体制にも変化があったことも考えなければなら

ないだろう｡いま人手不足は絶対的にも相対飾こも交錯

し合っている｡あいりん地区には労働力がまだまだある

のに､求人側は求人難をかこっている｡ここで労働の質

と賃金の相関々係が問題となって来る｡次は予想にすぎ

ないが､堺市に大き牟工場が整備されると､製造業の求

人がますます大きく上昇するであろう｡就労を月別に見

ると,やはり前半がよく､ 4月から9月まではいずれも

6万以上で､ 8月は7万5千余の最高を記録したが､ 10

月以降はいずれも5万台を上下､例年のことながら､ 43

年の1月2月はぐんと減り､ 2月はわずかに3万7千金

やはり景気の下降期を如実に反映していると見なければ

ならない｡暴動と就労との関係､あぶれが多いから､労

働音が騒ぐ､と言った相互関係は見出せない｡ 6月騒動

の直前の就労数､ 5月31日2,約3､ 6月1日2,395､ 2日

2,84_6名とこの季節として法､むしろ多い方の就労数で

あった｡

なお万博建設の求人は全くない｡万博ブームをあて込

団iln H

憂鬱器…::31.:…三

んで上坂する労働者も見受けられるが､今のところ全然

なi,･とi,･っていい｡

2　センターで残留という末就労(あぶれ) iま,毎朝

8時に推定数をまとめた既算である｡この残密教iま前年

度より1万6_千名あまり洩って183,400名であった｡こ

れから見ても求人数が増大したことがうかがえる｡

3　賃金も可なり上昇した｡センターから就労する職

種別で.建設業でま､土工.雑役が95%､製造業でも､

雑役一工員手元が75%を占めている｡つまり大工､と

び､左官､熔接殺治と云う技能労働者枝いたって少く､

技術のいらない労轍一手伝いとか雑役が庄園的に多い｡

当年度はこれらの雑役.土工の賃金が特に上昇した｡詳

細は別表の通りであるが､昨年の平均1,300円に対し､

本年変の前半期は1,550円から1,600円､後半期の12月以

降は1,750円前後となった｡殆んとの労働富枝1.600円で

は頭をたてにふらず､昼飯代とか､交通費が追放され

て､ 1,800円になるようである｡表示はされていないが.

オール･ナイト(24時間)だと､前年の3,5cc田平執こ

対し､本年度はいずれも4.000円以上になっていろ｡比

較的のU'率が少なかった有技能労働者も後半瓢こぼ上昇

し､大工やとび蛾の平均が2,700円前後､最高註3,000円

にのぼった｡物価高に呼応したものとも思わ省.至高.､現

実にはやはり各企業とも人手不足になやまされているも

のと判断される｡労働者の方が強気を現出しているのが

42年度であった｡

4　以上はすべて現金仕帝と云って､ 1日労働､ 1日

計算の仕組の就労であるが､別の就労形体に飯場の住込

み労働がある｡ 42年度センターに届け出たもの､ 270事

業所､延711件である｡賃金はここも上昇して､土工､雑役

が1,400円から1,800円と前年度より少くも300円以上t,i

高くなっている｡餌代として300円-350円を払わなけれ

ばならない.登録されている飯場の分布は溝区40 (昭和

39年厳51) ､西淀川区39 (23) ､坑市19 (Li) ､東連用区

16.(17) ､大正区(7) ､尼崎市10 (4)一以下唯一と

なっていろ｡就労数はいたって少数で. 1日20名平常で

ある｡飯場は企業の求めに応じ労働力を提供するのであ

るが､センター届け出のもののうち建設業だけに腿係あ

るもの, 49,製造業のみのもの4､建設､製造双方に関

係あるもの15となっている｡またセンターにも全然届け

ることなく､労働者を募集する手配行為も行われてお

り､これが相当数(このぼるものと云われている｡
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I　日雇労働者健康保険と

失業保険加入のあっせん

労暢福祉の一環として､登録労職者に日雇健康保険と

同失業保険の加入を勧奨してから本年度で･L_ヶ年になっ

た｡両保険を本格的に日雇労働者にPRしたのは､昭和

40年_/_月～5月の2ケ月間､探険の保降らかとり残され

た日雇労務者に､社会保険を認識させるため､センター

は毎覇パスのボディに､保険加入の要領､手続を謁出

し､マイクを用いて労務者(こ呼びかけ､厚生郭の窓口に

申込めば､両保険の手張､保険受給資略書証が入手でき

ることを､毎日放送した｡このほか印刷協やビラ敷千枚

を配布した結果､効果は急速に現われ､別表の通り､昭

和39年度(9月～3月) ､ 73名にすぎなかった健康保険

手帳交付数は､昭和40年度は､ I,010名に急培した｡ま

た同年6月に取扱を開始した日雇失業保険は､ 40年度(

6月～3月) ､手股の交付数は549名に達している｡こ

れがきっかけになって､保険加入の手続を労務者の自覚

から､厚生部窓口に申込まれた手帳申請の交付数は940

名､失業保険手帳IJi534名になった｡

昭和42年になると､而探険手技とも減少し､別表に見

るとおり､健康保険手帳交付数が610名､失業尉英手帳

が265名までに急減するにいたった｡これは､就労先の

固定した労務者や就労先が安定している正行の日雇労務

者の保険が一応この2年間で加入を大部分が終ったと云

う楽観的見方もある一万､労働者が日雇保険手張(健

保､失保)を持っていても､使用者が肝心な保険印紙を

手帳に貼付しないことに起因するものと見られた｡こう

した使用者側における保険認識の欠除に対し､昭和42年

の12月初句､地元の玉出社会探険導務所ならびに大阪府

保険課に依頼して日雇健康探険法の説明会をセンターの

会議室で開催したが､雇用主に発送した案内状は100事

業所にかかわらず､参集した雇用主はわずか20名にすぎ

ない低調さで今さらながら保険に蔚する事業所､雇用

主の無関心さに驚かされた｡

昭和39年9月から手をかけて､昭和42年度末までに交

付した新規手帳の交付数くま､累計で縫康保険が2.543名

失業保険1,347名､失業緑藻は実に､健康保険新規交付

激の2分の1と云うアンバランスな低調振りである｡こ

れは､｢病気と失業にそなえて｣を唱導して来た主旨とし

ては､まったく不審な数字といわ勧ぎならない｡特にそ

の日の荷役量や作業量が､天虞によって流動蛙があり､

就労の不安定な白眉労務書くことって巌､失業保険こそ生

活に旺蒸した最も必要な保障であるにもかかわらず､こ

うも低調であることは､失業保険の受給資格の認定が､

集合の現地(センター)で行われず､遠く離れていろ職

安の窓口で決定されとるし,う不便が､センターの日雇労

蹄にと-て､失業保醐用の大酷にな-ているから　Q ㊨

でもある｡

これについてくま､職安機関に登録して正常な求職ルー

トで就;'3することを欲しない労務者側にも､その責任の

一難があるともいえるが､ここでま､労務者の職種と能

力から､高賃金を追求する労働市場の労務者にとって､

職安肢敬遠されるところであり､また職安の失業認定の

時限は､少〈とも彼等にとっでま､最も旺盛な求職活動

の時間で到底職安の窓口ゝこ出頭する余裕はない｡そう

とすれば､この障壁が取り除かれないかぎり､センター

電場に集合する日雇労務者にとって､失業探険は画にか

いた節で　アプレ日の生活の保障も､援助も望め,ない｡

昭和44年に建設が予定されている労鋤福祉綜合施設内(こ

は､職安機関が併置されると聞くが､この機会にこうし

た障壁が､取り除かれることになれば､ここに集合する

有効な労働力は､失業保険がきずなとなって職安に集結

せられ､就労の正常化がスムースになるので!,まないだろ

うか｡

日雇失業保険手帳･求職受付票取扱数

Ⅲ　職業･事故･生活

各程の相談事業

当センターでは釜ケ噂(愛隣地区)に居住し､日雇労

働に従疎している数多くの人々の職業､労働条件違反､

賃金不払､労働災害などの事故相談や家庭身上など広範

かつ多面的な相談について窓口を開いている｡

毎日100名以上の日雇労働者が何らかの相談や用件で

センターにおとづれていろ｡

昭和42年度の全般的相談件数は別表の統計のごとくで

ある｡その具体的内容はについては項目別に蕊例をあけ

どのような相談があるのかを明らかにし､その処理方法

やいくつかの問題点なども出し､相談事業の報告とした

い｡

(I)職業相談

職業相談は求職が主である｡アプレた者､始めて当地

域におとづれた者など､当然の生活費(メレ代,ドャ代)

子) l　言露語霊謹諾業謀議二
(

いてはいるものの､おもしろくない､変りたい､退めた

｣　　　　いなとの理由で､もっと良い条件の仕事を求めろ相談ら
i

)　論霊崇詳言豊嵩土龍器
1　　　どの技能職を求める者や､社会保険､ボーナスなどのあ

る身分的に安定した会社関係の仕再を求める者もある｡

求職者の多くは若い筋肉労働者が多い｡なかには老

人､病人､身体障害者などとうてい労働は無理と思われ

ろ者もくる｡ 42年度後半には万国博の仕密を求めて､地

方から来た出憩労働者が見受けられた｡

ここにおとづれる求職者は完全な失業者､又は半失業

状態になるか､その危険にさらされていろ木安定就労者

であり､今日は何とか仕事にありついたものの,明日は

P m E

南でも降ればアプレてしまう生活の危機かつきまとい､

明日の仕事の保障はなく､たえず不安定な状況に追+,･込

まれている｡

求職相談者の取扱いは､まずセンターに求酸登録をし

てもらい(S42年度求職登録者1.783名)職歴の状況や､

どんな住専を求めているのかを附く｡現金仕事を求める

場合は､センター寄り場の無料あっせんのことを説明

し､住込を希望する吉には､会社関係や飯場の求人票掲

示板をみてもらい､なっとくの上で.希望する事業所､

飯場へ連結を取り紹介する｡しばしば交通費を持ってい

ないので事業主にきてもらう.それができない場合は

交通費を貸し行ってもらう｡職業安定所の求職登録や失

業保険などでおとづれる者もあり､その場合はセンター

を居所にして取りまとめ西成労働出張所に申込み手藻を

取り民間の紹介を受けている｡技能労鋤者や身体障害者

などの求職については職業安定所に連絡依頼する持合も

ある｡以上のような方法で求職者に対処しているが､切

実な求職者の要求に対して充分答えられないのか現状で

ある｡センターとしては多くの求人先を把握し､内容的

にも充実した仕事をいつでも紹介出来る体制にあらねば

と痛感している｡

その他の職業相談で:ま､センターから行く仕抑えケタ

オヂや､もっとまともな仕導を紹介しろ､賃金が安い､

ヤミ手配が多いので取締れ､失業保険､健康保険の印紙

をはってくれないところがあるので全部貼るようにせ

よ､等の苦情や不満が寄せられている｡

事業主や飯場のオヤジからの相談や苦情もある｡その

主なるものは､西成からくる労働卦まよく休んT:+り､退

めてしまう､文句が多くて働かない｡メレを食べトンコ

する.弁当を持ち逃げした､酔って会社に来た､もっと

真面目な者を紹介してほしい､等の苦情もあり､ケース

により､職員はその応答に困る時もある｡

日雇から常屈になり､日払制が月給制となるため､月



給日までの生活に困って相談にくる者がある｡一定の梓

はあるが必要な条件を満たす者には常用化貸付金10. 000

と常用現金5.000円を出している｡金をもらってすぐ会

社を退めたり､行くえをくらましたりする例が多く､こ

の制度に悲親的な見方もあるが､なかには真面目に立派

な労働者として捌いている人もいろ｡

(2)労働条件違反に関する相談
ここでの労働条件と朕求人時における賃金､労働時間､

作業内容､食事交通費の有無､尾鰭契約期間､預け等を

さし､条件違反と患､求人時の諸条件と実際の条件が違

っている場合をいう｡以上の条件からかうといって相談

にくる例は､非常に多く､ 42年度だけで658件もあった｡

その具体的な例として､

(イ) H飯場へ土工1,600円､飯代300円､ 15日契約で大

飯.満期まで働き賃金をもらったが1,300円で計算して

いる｡約束通り1.600円で計算してほしい｡

(ロ) K租へ雑役として就労したが､コンクi)-ト打ち

なので昼まで働き帰って来た｡

(ハ) T会社で臨時工(姉人)として日当600円で2日

働いた｡賃金として2日分360円しかくれない｡こんな

はかなことがあるか｡調査したところ健康保険料520円

厚生年金312円､英傑8円､計840円の整除があった｡

日　0組へ入館､建築現場の片付という条件であった

が､ヘドロの親方ばかり､頭にきてトンつ､パンクへ行

き交通費を作って煽って来た｡

㈱　S建設へ就労､現場へ行ったら､仕事がなく帰れ

といわれ､ 300円しかくれない､これでは家族5人が食

べられないので何とかしてほしい｡

それら条件違反の発生原因は､なかなか募集出来ない

時に多少なり畦をついて募集する､又人夫絵像的意味合

いの強い求人者は各職湯の作業内容など正掛こ知らず､

推測で求人したり､雇用主と求人に来る者(手配師)ど

の連絡不充分などの理由による｡就労先で条件違反がお

きた場合､双方で話し合い解決する場合もあるが､ほと

んど双方の折合いがつかず､現場から引きあげ､その処

理はセンターに持ち込まれる｡

処理過程の第1は､相談者の申出をよく聞き記録す

る｡第2にセンターを通して求人したか否かを詞ぺ､第

3に雇用主や環境の連絡方法を調べ､第4に雇用主又は

現場に連絡を取り申出者の内容を知らせ､専実か否かそ

の状況等話し合い､双方納得いく方向で取りまとめるo

センターを通して求人した場合比較的簡単に解決する

が､そうで放ない場合､即ち｢ヤミ手配｣の場合は雇用

主の名前や電話番号などがわからずその他の問題もあ

り､なかなか解決出来ない時がある｡

条件違反をよりよく少なくするためには雇用の形態と

方法を改善しなければならないと思う｡人夫供給業を魔

し直接雇用主が求人にくること､そしてかならずセンタ

ーに求人申込みをし､求人条件をはっきりさせ､同時に

労職者自身も口約束では行かず､条件をよく確認してか

ら就労することである｡

相談に来る労働者敗､その殆んとが辞っはらっている

塩合が多く日頃の欲求不満が擾発的に授けかけられ､こ

ちらがぴくぴくしなければならない時もしばしばある｡

(3)賃金不払に関する相談

42年度の賃金不払相談は現金仕事239件､飯場1,355件

訂1.594で.これは職業相談､労働災害に次ぐ大きさを

占めていろ｡

賃金不払の実例をあげてみると､ (イ)M飯場で日当1,50

0円で働く､ある日オヤシから｢西成で手直してこい｣

と言われた｡本人は手記したことがないのて断わったら　子

オヤジが怒り｢お前ら俺の言うことがさけないなら帰れ

｣とおこられ約7,000円を残したまま持ちされた｡ (ロ)K

飯場へ15日契約で大飯､以前胃潰瘍の手術をしたので､

痛くなり途中で開けなくなったので退めさせてほしいと

話したが､賃金を支払ってくれない｡のB組で15日契約

で働いていた｡ある日通勤定期(現場から現場までの)

を落とし､非常に怒られ賃金約6.500を残したままやめ

させられた｡定期をもってくれは､支払うということで

一銭も支払ってくれない｡aB姐へ15日契約で大飯､契約

満期まで働いたが､新宝いぼ次の支払日まで働けと言っ

て､賃金を支払ってくれない｡ ㈱F社で直行として1年

間働いていた｡ちょっとした感情的問題があり､退社し

た｡毎月1,000円づつ韻立てた金9.000円あるが､なかな

か支払ってくれないので何とかしてほしい｡ (へ)D建設飯

場で賃金支払日の時､ポーレンが賃金袋をとりあげ7,00

0円だけ取り出してくれたが賃金明細､賃金袋､残金を

くれない｡

は器器窯:諸:霊諾芸　く
り､その下請の下に人夫朕総菜的色彩の事業所､飯場が

存在しているからである｡そこでは当然ピンハネもあ

り､労働条件全般が劣悪であり､いろいろな矛盾が集中

しており､様々な対立や問題がより多く発生する条件を

内包している｡センターに持ち込まれる相談は､ほとん

どと言って),jJ,くらい､このような一番低辺にある矛盾

だらけのところで発生している｡労働者は､賃金不払に

怒りを燃やして､けi)込んでくる｡ ｢働いた金を払わ

ないとは何たることだ｡そんなことをセンターは認めて

いるのか｣という表現である｡これが泥酔でもしている

と､話しのしようもなく､職員はおごられているような

気がLt.おとろさ､やり場のない慨嘆におそわれると

きがある｡職員としては実情がよくわからないのでま

圏雌痛

42年度相談取扱状況
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隔考　①職業相談の( )は求職登轟音数を表わす｡

②家庭､身上相談の( )炊来信数を表わす｡

③現は現金仕事､飯は飯場を表わす｡

ず､どうして支払ってくれないのか励こうとしても､感

情的雰囲気でなかなかはかどらないが.必要な事項を言己

録し､大要を把塵する｡即ち､いつ､どこでどんな仕事

をしており､どんな条件で捌いていたのか､なんで賃金

を支払ってくれないのか､相談者の主訊よは何なのかを

一弾整霊讐競業禁書器霊
げで相当の時間がかかり､歯合によっては､相手がみつ

からない時がある｡ ②相手がみつかっても､オヤi/自身

も働いており､不在で話がすぐできないこと｡ ③ようや

く相手をみつけても話に応じようとしないで.当地按の

日雇労働者を軽蔑すること｡ (②双方の言い分､主張がか

なりちかっていること｡などの問題点があり､困難が多

い｡労勝者肢そんなことにおかまいなく､すぐ賃金を支

払うようにしてくれと主寂し､その場で即決出来ない時

は｢センターで立替えてくれ｣なんて言う｡処理課程で

飯場の*ヤシからよく聞くことだが､ ｢あいつの言い分

はうそだ､なにも支払わないとは去っていない､自分勝

手に帰ったのだ｣ ｢現塚から物を持ち逃げした｣ ｢自動

車,自転車を乗り捨てたままだ｡数人の仲間を引きつれ

i鳩目

て退めた｣ ｢近所の酒屋に借金を残したままトンズラし

た｣等々｡事実そのような場合もあるが､そうでない場

合には南接オヤシと電話で大声でケンカする時もある｡

飯場内では周囲の環境やその他の諸要因でケンカをしな

い場合が多いが､いったん退飯してからの話し合いでは

全く別人のようになる｡いづれにせよ双方の言い分をよ

く聞き､支払うべきものは支払ってほしい旨を要望し､

何とか処理している｡センターに未払賃金を届けてくれ

ろか､送金してくれる場合は助かるのだが､なかには次

の支払日に取りに来いとか､今からすぐに来いとかいっ

た場合､労働者は暴力を恐れ､行ったって支払ってくれ

やしない､交通費がない､などの理由で取りに行こうと

しない｡職員の時間の許す範囲で､一緒に同行し飯場の

状況祝祭もかねて受領に行く場合もある｡なかにはどう

しても支払わないという場合がある｡そんな時には元講

に話すか､文書で依頼すれば､ほとんど解決する｡それ

でもだめな場合は労働基準監督署へ申告することによっ

て解決している｡

(4)労働災害lこ関する相投

別項で詳述｡



(5)暴力に関する相談

Y組へ就労､現場で労働条件のことでもめごとが起り

気分を善し働く気がしないので.帰ると云ったら､飯場

の者に板とカンカンで頭と腰をなぐられ負傷した｡ S組

へ就労､休憩中､バクチのことでケンカとなり､コングノ

ートに投げ飛ばされ負傷した｡ A組でコンベア一にドロ

を乗せろ作業中､乗せ万が悪く租の者にこぼれ落ちたの

で謝まったが､いきなり顔面をケトバされた｡何とか昼

まで働いたが､昼休み顔を洗っている時無理やりに裏ま

でこいと引きづり込みなくられケレ〈されたので､現葛

から逃げ帰った｡ H団地K飯場で働いているが､身体(肝

厳)が悪いので近めさせてほしいと酒を飲んでいるオヤ

ジに言ったところ､デ^'ボウチョウでおとかされた｡身

の危険を感じトンコして来た｡ M運輸に就労､船内荷役

中､西成からきた連中は任務の仕方が悪いとどなられ､

デッキマン(酒が入っていた)からヘルメット一頭部と

左肩をなくられた｡などの例のごとく､主に働き先や飯

塚でのちょっとしたトラブルや作業中のミスなどによっ

て暴力的行為が起きている｡

これらの処理は当然賃金を支払わせ､その必要に応じ

て治療費や休業補償費なども支払わせ､厳重に注意をう

ながす｡センターで処理出来ない場合は､管轄の警察に依

頼していろ｡その他の暴力についての相談として､釜ケ

崎地域で手配師に殴られた,ケンカした､醇っはらって

殴られた､青カンしている時刺された等があり､センタ

ー内に於てら酔っぱらい同志ケンカをする時などもあ

る｡たいした怪我でない場合は厚生蔀で治療するが､そ

うでない時は済生会今宮診療所又は救急車に依頼してい

る｡

(6)家庭･身上生活相談

この部門はかなり広範な相談がある､なかでも多いの

は尋ね人である｡よくみかけろが､遠方より写真を持参

し､家出人を捜しに来た心配な頭や手紙､電話などの問

い合わせが多い｡この地域で固く人々は居所が一定して

おらず､しばしは偽名を使っているので､なかなか見つ

けにくいが､時たま偶然に見つかる持合もある｡またセ

ンター苑いろいろと依頼の手紙が親や家族からくる｡息

子は元気で働いているか､居所を知らせてほしい､何と

か話して帰郷させてはしいなど､親兄弟からの問い合わ

せと同時に､労働者から元気で働いている様子を奮いで

はしいなどのようにセンターは家族と本人の連絡場所と

なっており､仲介者的役割をも担っている｡

住民票はどこにあるのか捜してほしい､戸籍関係の註

明電を取り寄せてほしい､沖縄のパスポートを紛失した

ので再交付の手続をしてぼしい等､各種韮明証の取り

寄せや履歴書がさなどの要請も多い｡これらはほとんど

困開田

自分がしなければならないものであるが､昼は働いてお

って､時間がない､文書を書くのが面倒くさい字がへ

ただ､字が書けない等の理由でセンターで処理してい

る｡

生活に困っているので家へ電話を貸してほしい､手紙

を書いてほしいなどは日常的にある｡交通事故に関する

ものとして､示談の相談や給与証明を発行してほしいな

どがある｡質屋や各種機軸こ提出するので証明証を発行

してほしい､住宅に困窮している､子供をおろしたい､

病気で働けな1,､入院させてほしい､施設に入所させて

ほしい､恩給について謁ぺてほしい等々｡社会保障福祉

に関係した問題については適切な援助や関係磯脚こ依頼

し､処理している｡入院先から手紙の相談がある｡金が

無くて困っている｡日用品が不足しているなど｡ドヤ代

ノン代､交通費など300円を限度として貸し出すことも　合

多いが､大部分は未返済である｡　　　　　　　　　　　†

(7)無料宿泊援助など
センターの登録労務者が負傷､疾病で働くことが出来

ず､手持余らないため､就労に必要な2､ 3日間の休養

も取れない場合､病気退院後即日就労の不可能な身体状

態にある時など､これらの労務者に最長3日間の宿泊と

食事を給与する依頼券を発行している｡それは地区に居

住する労務者の生活の実状から､本年9月地元の福祉法

人自選館と協定､センター依頼の実費はセンターで負担

することとしたもので､本年度の利用者は86名､延142

滴､延366食であった｡

また生活相談に関連して､日雇登録労務者が疾病､主

として結核稿で療養施設に収容され､または負傷急患の

理出て行旅病人として収容された場合､その労務者の生

活状況に応じた援護を求めによって行い､その労働力の

回復を図っていろ｡この援護は普通に病床見舞金のかた

ち-ぐ, 500円～2,000円の範囲で支給し､入院当座の身廻

り諸晶を支給している｡勿論この種の援諒は､民生福祉　(

の手で救護さるべきものにしても､実際に患者の身廻り

品等の援助は早急に行われていない実情で､患者にとっ

ては入院は耐えしのび難いことであり､これが引いては

病院から逃走する大きな原因とも聞いているので､別途

地元の現地懇談会の福祉基金からの手廻り諸品の邸入i)

用意されている有様である｡

Ⅳ　休業補償のたてかえ

この地域の労働者は港湾運送業､建設業､製造業､陸

上運送業など他崖栗と比べて危険な災害のおこりゃすい

現場で飾,ていろ｡特に一年間の災害発生状況をあても

港湾､建設が圧倒的な数をしめている｡全国飾こみて　_

も､これら産業は災害の発生しやすい産業である｡労働

災害に関する相談は全相談数の61%をしめ､昨年度の労

働災害に関する相談と比べてもはぼ借近くに増加してい

る｡

労働災害に関する相談は大きく分けて二通りある｡一

つは手続上の相談､もう一つは休業中の生活費即ち休業

禰優賞の立替えである｡手続上の相談としては､労働者

3　器莞警器震霊詫:議霊霧
合､労災の手続きを具体的に労働者に説明し､事業所に

連綿して､医療機関の診断をうげ､労災として認めても

らう現認証を発行してもらうことである｡しかし､事業

所によっては災害をかくしたり､現霊する者がいないと

云って現認証の発行を拒否する場合がある.傷病の程

度によって労災と認めようとしなかったり､労災保険に

加入していない場合がある｡これら手続上の相談は比較

的簡単で多くの場合､次に掲げる休業補償費の立替え

に結びついている｡というのは現忍証を発行してもらう

迄に時間がかかり､それだけで労災の相談が完了するの

ではなく､相談の最中に生活の保障の問題が緊急な課題

となってくる｡

休業中の生活費即ち休業補償費の立替えの相執ま､そ

の日その日の生活に追われているこの地域の労働者にと

っては､生活の余裕がなく､ただちに収入が途絶えろた

め､緊急､且つ､深刻な問題である｡一飯的に休業甫慣

ie　黄の支給は,一朗間瀬を受けたうえで所轄の労艦

準監督署に所定の手続をへて､請求し､早くて20日程

度､遅くなれば40日以上かかって支給される｡この地域

労働者にとってそんなのんきなことば言っておれず､災

害にあったときから毎日の生活費としての休業禰慣黄の

立替えが必要である｡港湾荷役関係の事業所では災害が

非常に多いため､これが比較的制度化されていて､多く

くの場合立替えてくれるが､土木､建設関係の専業所は

地理的に大阪のみならず､近畿一円､いや全国に政がっ

ていて､個々別々に立替えの相談をしなければならず､

また､直接､労働者を求人する車乗所が下請の末端にあ

り､立替の能力がない揖合があって､なかなか責任をと

ってくれない｡一般(iこ港湾荷役の在業所を除いて､その

他の醇某所は以前に立替えたが二重取りされたとか､本

人が行方不明になったため､支給が受けられなかったと

I凶相

いう理由で立替えないところがある｡そんな事業主の損

失をなくする立替えの方法として事業主から立替金を預

り､毎日､休業中であることを確認したうえで立蕃金を

出し､休業を打切ったとき､必要な蕾類を添え､事業所

で清算して､手続きする持合と休業捕縛費請求者の住所

をセンターにして請求し､印霊及び委任状を預り､セン

ターが一時立替えをし､支払通知書が釆たら､労働者と

同行して休業補償費の支給を受け､残りを労働者に渡

すという方法で立替をやっていろ｡

昭和42年度の休業補償費の立替は488件､ 14,856,084

円､延日数18.228日であった｡ 488件中､港湾荷役に従

事していた労臨書が全体の67 5%,建設に従事していた

労働者が全体の約20%をしめている｡災害がこれら産業

に集中しているのは､古くから企業の受注が不規則であ

り､作業が季節と天尉こよる制約を受けるため､日雇労

働力に大きく依存せねはならず､また､企業の規模が大

きな企業に依存している中小､零細企業が圧倒的に多い

ので　災害防止安全対策が十分でなく災害が多い｡よ

く､災害にあった労協者から安全設晴や安全教育などが

十分徹底していたら､災害が少かったと言われる｡むし

ろ一つの傾向として設鯖の不十分さを､労働者の不馴

れなどから生ずろミスに責任を転化されやすい｡それ

に､西成地域に破日雇労的者の余剰労働力が存在してい

るため､高い経費を払って安全対策を講ずる必要がない

という安易な考えにもつながる｡実際.この地域の簡易

宿泊所に電とまりする労燭吉の多くは､全国の地方､農

村から流れ込んできて､危険度の高い産業に就労するた

め､十分な安全教育をうけず､不馴れな状態で労役す

る｡安全教育のための施設と制度がととのい､十分な安

全設備があれば､災害が激減するのは明らかなことであ

る｡

立蕃金額を昨年と比べると倍以上にもふえている｡第
-表で明らかなように､休業補償費を立替えした労働者

の数のうち､港湾荷役に従事した労働者が多く､昭和42

年4月から港湾労鍋者の一日の林業補償費が日雇の場合

で, 645円から996円に増えたこと､次(こ第五表のように

休業期間がかなり延びているのか特徴である｡一カ月以

上が35%､ 2週間以上を加えると半数以上になる｡この

ことを考えてみたい｡

傷病の部位の殆んとが手や足で､傷病の種類も打撲､挫

傷､捻挫が62 5%と最も多い｡(第四表を参照) 1日の休業

補償費の立替えが1日700円とすると､労鋤再生産のた

めの1日の生活費､痕も多い単身労働者の場合､トヤ代

(簡易宿泊所や日払デパートの1日の部屋代)が150円

～200円､それに3度の食葦､タバコなどの支出ですで

にカツカツ､傷病を早く快適になおすためには､また､

打羨､骨折､捻挫などの場合､特にマッサ+'を受けて
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いる労働者にとっては大事なこと､風呂に入ることが必

要であることはわかり切ったことなのに､そんな余裕は

仝黙あり得Ts1,,｡

傷病の部位､麺類などから判断して休業期間が長び

くのは回復に必要な栄劫十分おきなえないものと緒論

されるc生活の保障としての休業保蝕は決して傷病し

た労働者に対する十分な保障ではなく､最低の保障だと

言えるo労働者はやむを得ず節約出来る唯一の方法とし

て食費を節約する｡回復の遅れは労働者の生活の苦しさ

に拍車をかけるので何とか苦しさをのかれようと､身

体を無理して休業を打切り､仕軸こ行く｡まだ､完全に

回復していかため､再度､身体を悪くしたり､災筈に

再度あうoこうして悪循環をくりかえし､年令的に第6

表であるごとく働きざかりの労働者Qi50才過ぎれば､働

けない身体にな-てしまうoひどい場合､ 5回ないし6

回災害にあっている労働者もいる｡

(22)

立番え労働者の約一割は家族持ちの労働者でその生

活問題はさらに深刻である｡殆んとの妻はパートタイム

のアルバイトで1時剛00円か120円の安い賃金で子

供を主人に預け､平均1日､ A-I 5･時間働くo仕事は大体

飲食店や旅館の南除婦など0 -度生活のリズムがくるう

と､どうしようもなくなる｡部屋代が何日潤った､米を貰

う金に不足する､子供の入学費､給食代､ pTA会費を

どんなに工面しても払えない｡などなど.生活の苦しさ

を切々と訴えられるo瀬見に-ま事情がよく分るだけに､

やりばのない困惑におそわれる｡いくら事情が分ってい

ても､休業保償費の立替えの相談の範囲を越えた相談で

は何も出来なし虜合がある｡そうしたときに悲しい結果

がおきる｡妻が生活苦に愛想をつかして､夫と子供を残

して家出､その夫が子供をかかえて飛込んで来て悲痛の

涙に男泣きするo深刻な問題として､豊かな社会保障を

堤起せざるを得ない｡

(23)
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